社会福祉法人野の草会　共同生活援助(外部サービス利用型)　グループホーム欅
令和７年度　第１回地域連携推進会議　議事録

１．開催日時　令和７年１１月２７日（木）１５：００～１６：３０

２．開催場所　社会福祉法人野の草会こもれびの里　集会室

３．出席者　＜委員＞
グループホーム欅利用者代表
利用者家族代表
民生・児童委員
基幹相談支援センター
氷見市福祉介護課　
＜法人＞
施設長
施設長代理
サービス管理責任者
通所支援課主任

４．内　　容
１）開会挨拶および委員の紹介
施設長より委員各位へ挨拶があり、併せて地域連携推進会議の趣旨について説明するとともに、出席委員の紹介が行われた。

２）見　　学
　　　　サービス管理責任者より、委員各位に対してグループホーム欅(以下、「欅」という)館内の設備等について説明が行われ、委員からは利用者の生活状況に関する質問が寄せられた。

３）議　　題
　　　施設長代理より、以下の事項について説明が行われた。
・共同生活援助の種類と特徴
・グループホーム檜（以下「檜」という）が令和5年度に受審した第三者評価の内容および結果
・欅の概要および利用者、職員の状況
・欅における苦情および事故の発生状況
・感染症発生時・自然災害発生時における欅の業務継続計画
・欅および檜における防災関連の年間計画及び実施された避難訓練等の状況
４）質問・意見交換
【質問１】
階段の勾配については、利用者の年齢を考慮すると、昇降時の負担が大きいのではないかと感じた。また、緊急時に本人たちが当該階段を避難経路として使用する場面を想像すると、やや不安を覚えた。
【回　答】
　　　　委員と同様に、階段の仕様が利用者の年齢や身体能力などに対して、徐々に適合しづらくなってきていると認識している。建物の構造上、階段の仕様を変更することは容易ではないものの、今後の課題として検討を進めるとともに、代替策の可能性も含めて、状況改善に向けた方策を検討していきたい。
なお、2024年に発生した能登半島地震の際には、利用者が当該階段で負傷するような事態は生じなかった。その背景については日頃から欅において年間複数回の避難訓練を実施していることが、大きく寄与しているものと考えている。

【質問２】
　　　　休日には近隣のコンビニやドラッグストアを利用しているようだが、平日の余暇時間はどのように過ごしているのか。また、利用者同士の交流はあるのか。
【回　答】
　　　　以前は、平日の日中活動終了後にコンビニエンスストアを利用する利用者も見受けられていたが、新型コロナウイルス感染症の流行以降は、外出する利用者が自然と減少している。今後についても、特段の事情がない限り、平日における外出を制限する予定はないものの、利用者の多くは欅に帰宅後、入浴や夕食準備の手伝い等をして過ごすことが多く、結果的に外出に充てられる時間は限られている状況となっている。
　　　　利用者の交流状況を見ると、日中活動の場で利用者同士が活発にコミュニケーションを取っていることもあり、欅では自室で過ごす時間が長くなる傾向にある。他方、食事会や各種イベント等を通じて交流の機会を設けており、これらは世話人との信頼関係を構築する機会にもなっている。

【質問３】
　　　　利用者は当番制により浴室やトイレの清掃等に取り組んでいるとのことであるが、当該順番や担当箇所等の具体的な内容についても本人たちが決定しているのか。また、自室の清掃については、どのように実施しているのか。
【回　答】
現在の当番活動の状況については、利用者にとって習慣化されており、特段のトラブルもないことから、見直し等は実施していないが、必要に応じて支援者が介入する場合もあると考えられる。自室の清掃については、利用者が単独で行うには困難な部分もあるため、世話人の協力を得ながら実施しており、居室内の衛生状況は概ね適切に維持されていると判断している。


【質問４】
　　　　利用者の消灯時間は決まっているか。
【回　答】
　　　　利用者の消灯時間は特に定めていない。なお、休日前には深夜までテレビを視聴して過ごす利用者も見受けられることから、消灯時間は個々が自身の生活状況に応じて柔軟に対応することが適当であると判断している。

【質問５】
　　　　欅の利用者の中には一般就労している方もいるとのことであるが、その利用者はどのように通勤しているのか。
【回　答】
　　　　当該利用者の勤務先が近距離であることから、自転車を利用して通勤している。冬季は積雪の影響により徒歩で通勤する場合もあるが、その際には個別に朝食を用意するなどの対応を行っている。

【質問６】
　　　　利用者が新型コロナウイルス等の感染症に罹患した場合や、緊急の対応を要する事態が生じた場合はどのように対応しているのか。欅では夜間に職員の配置されていないことを踏まえると不安を感じる面もある。
【回　答】
　　　　欅には家庭用電話が設置されており、電話の使用が可能な利用者については、異常や困りごとが生じた際に檜の宿直者やこもれびの里へ連絡を入れることが習慣化している状況が見受けられる。これまでにも欅において体調不良の利用者が確認され、緊急対応を要する事案が発生した例はあったが、当該利用者が速やかに連絡を行っていたため、対応が遅れるようなことはなかった。

欅は、1階を男性、2階を女性の居住エリアに分ける形で原則分離されているが、洗面所（1階）およびダイニング（2階）は全利用者が共有する構造となっている。過去に新型コロナウイルス感染者が発生した際には、感染拡大防止の観点から、男性利用者と女性利用者の接触を制限し、共有スペースの使用を一時的に禁止する対応を実施した。その上で、全利用者に対しては土日を含め、1日に複数回にわたり健康観察および食事提供を行う必要があったため、こもれびの里から複数名の職員が派遣され、感染状況への支援を受けた。


【質問７】委員から利用者代表への質問
食事は美味しいか。また、グループホームでの生活で取り組んでみたいことはあるか。
【回　答】利用者代表の回答
食事は美味しい。おかわりができないときは少し残念に思う。グループホームでは他の利用者と遊んだり、外出したりしたい。
※本人の回答を受けて法人からの補足
　　　　食事については、個々の健康状態に応じて管理栄養士が適切な分量を設定している。本人が「おかわりができないと残念に思う」という気持ちは十分に受け止めつつ、今後はより満足度を高められる方法を検討していきたい。なお、食材の取引業者を見直したことで、季節を感じられる食事の提供が可能となり、そのことについては多くの利用者からも好評を得ている。
最後に、利用者代表に対しては、年末に忘年会を開催する予定であることを説明し、「来年度も食事会に行きましょう」と約束した。
